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第 2 回農薬バ イ オ サ イ エ ン ス 研究会

日時 平成 16年 ll月 19 日 （金）

場所 　理 化 学研 究所和光 本所　鈴木梅太郎 ホ
ー

ル （埼 玉県和光市 ）

主催 ： 日本農薬学会　農薬 バ イオ サ イ エ ン ス 研究会

共催 ；理化学研究所　工藤環境分子生物学研究室

　第 2 回 農薬バ イ オ サ イエ ン ス 研究会を，2 04年 11月 19

日に 理 化 学研究所和光本所鈴木梅太郎 ホ
ー

ル （埼玉 県和 光

ili） に お い て ，「生物学 の 新知見と農薬科学』の テ
ー

マ の も

と，理 研 シ ン ポ ジ ウ ム （⊥ 藤 環 境 分 子生 物学研究室 ） と の

共催 で 開 催 した ．今 回 の 研 究 会 開 催 に 際 して は ，
一
最 近 明 ら

か に な っ て きた 生 物学 L興味深 い 知 見 で，ま だ 農薬開発 や

植物保護に 応用 され て い な い もの に つ い て ， 各演 者の 先生

方 に ご紹介い た だ き，新 ターゲ ッ トとす る こ とで 創 農 薬 に

つ な げた い 」，と の 目標を掲げて 演題の 検討を行 っ た．研究

会 委 員 か ら提 案 され た 候 補 の 中か ら，害虫，雑草，病害 の

制 御 に 応 用 が 期 待 され る各 2 題，計 6 題 を 選択 し た ．そ の

結 果，5 題 の ご 講 演 を 日本 農 薬 学 会 の 会員 で な い 方 に お 願

い す る こ と とな っ た．各演題，演者お よ び ご 講演 い た だ い

た 内容を以下に 簡単に ご 紹介す る．

1．「幼若ホ ル モ ン生合成パ ス ウ ェ イ ジーン の 解析 とゲ

　　 ノ ム 創農薬」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 篠 田 徹郎

　（農 業生 物資源 研 究 所　昆 虫 共 生 媒介 機 構 研 究 チ ーム ）

　昆 虫 の ゲ ノ ム ・遺 伝 子 情報 を利 用 し た ゲ ノ ム 創農薬 は 今

後 大 き く発 展 す る可能性が あ る．昆 虫に 特異的 な ホ ル モ ン

合成酵素や ホ ル モ ン 受 容 体 は選 択 性 の 高い 殺虫剤開発 の 格

好の 夕一ゲ ッ トと考え られ る が，分 子 的 実体 に つ い て は 未

だ に 不明 な もの が 多か っ た．しか しな が ら，近年，ゲ ノ ム ・

遺 伝子 情報 に 基 づ い て ，昆 虫 ホ ル モ ン 合 成 酵 素 や 受容体 の

解析が 急速に 進 み つ つ あ る，演者らは，幼 若 ホル モ ン （JH）

の 合成経路の う ち，昆 虫に 特異的な 後期経路 で 機能 す る JH

酸 メ チ ル 基 転移 酵素 （JHAMT ） お よ び エ ポ キ シ ダーゼ を

コ ードす る遺 伝 子 を ク ロ ーニ ン グし，そ れ ら の 発現 や 機能

の 解 析 を進 め て い る．ま た，こ の 情報を元 に，対象害虫 の

オ ー
ソ ロ グ遺 伝子を 単離，組 換 え タ ン パ ク質 を 利 用 した

in　vitro ア ッ セ イ に よ っ て 効率的に 阻害剤を ス ク リー
ニ ン グ

で き る 可能徃を 示 した ．

2．「ガ 類性 フ ェ ロ モ ン の 種特異性を生 み出す生合成酵

　　 素」

　　　 本　賢
一

（理 化 学研 究所　松本分 子 昆 虫学研究室）

　昆 虫 に 性行動 を 誘起 す る 性 フ ェ ロ モ ン は害 虫 防 除 へ の 応

用 が 可能 で あ る．こ れ ま で 明確 に な って い な か っ た 性 フ ェ

ロ モ ン の 種特異性を生 み 出す メ カ ニ ズ ム が 最近 明 らか に な

りつ つ あ る．蛾類が 生 産す る 主要 な 性 フ ェ ロ モ ン は ，直鎖

状脂 肪 族 化 合物で あ り，種 の 特異 性 は 複数 の 化合物 の 混合

割合 を厳密 に 調節 し，種固有の フ ェ ロ モ ン ブ レ ン ドを 産生

す る こ と に よ っ て 決定 され て い る と考 え られ る．演 者 らは，

カ イ コ ガ の フ ェ ロ モ ン腺 に 存在す る ア シ ル ーCoA 不 飽 和 化 酵

素 お よ び ア シ ル 基 還 元 酵素 が そ れ ぞ れ，フ ェ ロ モ ン 前駆 体

の 割合 の 調節お よ び 特定 の フ ェ ロ モ ン前駆体 の 還 元 の 機能

を持 ち ，結果 的 に 種 特 異 的な フ ェ ロ モ ン ブ レ ン ドの 産 生 に

重 要 な役 割 を担 っ て い る こ と を 発見 し た．

3．「環境問題 から雑草防除を考える」

　　　　　　　　　　 郷 原雅敏 （玉 川 大学　学術研究所）

　地 球 環 境 問 題 は，農業 に も影 響 を及 ぼ す が，逆 に 農業自

体 も地 球 環境 に 様 々 な影 響 を与 え て い る．演 者 は，地 球 温

暖化 や 外来植物の 移入 の 結 果，今 後 問題 とな るで あ ろ う雑

草を想定 し，対処法を検討 して い る．特 に 雑草の 病原菌 を

微生物農薬 と し て 使用 す る こ と に 精力的に 取 り組ん で い る．

こ の 微生物除草剤開発 に も 2 つ の 方法，すな わ ち，雑草 の

原産地か ら病原菌 を 見出 し使用 す る 方法，雑草が 侵入 して

しま っ た 地域か ら そ の 雑草を侵せ る病原菌を探索 しこ れ を

利 用 す る方 法 が あ り，近 年，ど ち ら も精 力 的 に 研 究 が 進 め

られ て い る．前者 は 外 来 生 物 を持 ち込 む リス ク が あ る
一

方

で，強力で 特異的な病原菌 を利用 で き る利点を 持つ ，後 者

に は，ス ズ メ ノ カ タ ビラ （Poa　anua ）用 に 演者 らが 開発 し

た Xanthomonas　eatnpestris 　pv．　poae を例 示 で き る．こ の よ う

な 微生 物農薬を使用す る に あ た っ て は，人 畜等へ の 安全性

の 但保，導 入 後の 環境 で 効果 を 発 揮で き る 11夫，保存性，

環境 影響の 評価 な ど こ れ か ら ク リ ア し な くて は な ら な い 課

題 も多い ．
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